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１ 法人の概要  

（１）建学の精神 「松柏精神」 

中国、宋の時代の学者である謝枋得の七言律詩の冒頭句「雪中の松柏愈青青」から引

用したもので、「いかなる困難にも屈せず、強い信念を持って立ち向かうことができる

人であれ」という教えを言う。 

 

 

（２）沿革 

  ア 法人設立年月  学校法人松柏学院 昭和３６(１９６１) 年３月  

  イ 学校設置年月  倉吉北高等学校  昭和３６(１９６１) 年４月 

 

 

（３） 設置課程及び定員 

課程 学科名 科名 
収容定員 

（１学年） 
募集定員 

全 

日 

制 

普通学科 普通科 １７０ １４０ 

家庭学科 調理科 ３０ ２５ 

合計 ２００ １６５ 

＊普通学科普通科 特別進学コース 

総合コース (進学、情報・ビジネス、福祉、スポーツ) 

 

 

（４）各科、各コースの生徒数               (令和４年５月１日現在) 

  

普  通  科 
調 理 科 合   計 

特進進学コース 総合コース 

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 

１年 7 13 20 51 17 68 6 9 15 64 39 103 

２年 4 9 13 32 27 59 10 2 12 46 38 84 

３年 12 19 31 39 24 63 3 8 11 54 51 105 

合 計 23 41 64 122 68 190 19 19 38 164 128 292 

 

 

（５） 役員の概要               (令和４年４月１日現在) 

  ア 理事 

 

 

 

 

 

 

区 分 氏 名 職名等 任 期 

理事(２号) 佐 藤 義 和 理事長 R4.4.1～R7.3.31 

理事(１号) 河 本 達 志 校長 R4.4.1～R7.3.31 

理事(２号) 川 本 博 文 会社役員 R4.4.1～R7.3.31 

理事(３号) 藤 田 義 彦 司法書士 R4.4.1～R7.3.31 

理事(３号) 前 田 和 雄 会社役員 R4.4.1～R7.3.31 



  イ 監事 

 

 

 

 

 

（６）評議員の概要                   (令和４年４月１日現在) 

定員数(寄附行為第１９条) 現員数 任期 

１１人以上 １９人以内 
１号１人、２号３人、３号２人  

４号４人、５号２人   計１２人 
R4.4.1～2年間 

 

 

（７） 教職員の概要                (令和４年５月１日現在) 

教育職員 非常勤講師 事務部職員 その他の職員 合計 

２８人 １２人 ８人 １２人 ６０人 

 

 

２ 事業の概要 

（１）生徒募集に関すること 

ア 令和５年度入学者数を１３０人以上と定める 

イ 入試制度の見直し 

ウ 効果的、効率的な広報活動を強化する 

・令和５年度の入学者数 

普通科 
計 調理科 合計 

特進コース 総合コース 

１４ ７３ ８７ １０   ９７ 

・入学者の内訳 

入学者 
左の内訳 備 考 (%) 

中部地区 地区外 県外 中部地区 地区外 県外 

  ９７ ６０ １５ ２２ 61.9 15.5 22.7 

今年度も引き続き新型コロナウイルス感染の影響を受けた一年であったが、最重要

課題として取り組んだ入学者数１３０名以上については、９７名(前年度９９名)で計

画には及ばなかった。コース等別では、特進コース３５名に対し１４名(１９名)、総合

コース７０名に対し７３名(６５名)、調理科２５名に対し１０名(１５名)であった。

分析を行った結果、中部地区（特に倉吉市内）の落ち込みが大きかったことから、減と

なった特進コース及び調理科を含め次年度に向けて対策を講じなければならない。ま

た、令和５年度入試から従来の推薦入試を特色選抜（自己アピール型）に変更して実施

したことから、その内容等も検証したい。 

なお、１学期の中学校説明会や夏季のオープンスクールは、コロナ禍ではあったが

対面で実施され一定の成果はあった。３学期の中学校説明会では、全て調理科の職員

区 分 氏 名 職名等 任 期 

監事 尾 西 正 人 弁護士 R4.4.1～R6.3.31 

監事 髙 木 新 一 藤田学院監事 R4.4.1～R6.3.31 



を同伴しアピールに努めた。 

ホームページについては、一定の頻度で更新を行った。中学生は、ＳＮＳを活用する

傾向にあることから対策を急ぎたい。 

 

 

（２）教育に関すること 

ア 確かな学力を育む教育の実現 

   （ア） 総合コースにおける習熟度別授業の導入（数学、英語） 

（イ）特別進学コースにおける授業の充実(大学入学共通テストに対応できる学力保障) 

   （ウ） 調理科における「調理師免許」取得率の向上 

（エ） 体験学習やＩＣＴを活用した主体的な学びの構築(各教科･総合的な探究の時間) 

   （オ） 授業方法の改善（アクティブラーニングの推進） 

１）習熟度別授業は、人材確保の観点から実施できなかった。 

２）特進での授業は充実してきており、共通テストで一定のラインに届く生徒が増加 

した。引き続き、新大学入試制度に対応したきめ細かな指導を徹底する。 

３）調理師免許の取得率 １００％を達成した。 

４）１年生スキー研修、２年生インターンシップ・修学旅行（３年ぶり）など実施方 

法を工夫して実施した。総合的な探究の時間については、まだ手探り状態が続い

ているが、その中にあって地域課題解決に向けた活動の取り組みも出始めている。 

５）授業方法の改善については、目立った改善は進んでいない。アクティブラーニン 

グが求められていることは理解しているが、一定の学習方略理論に基づいて改善

を進めているとは言い難い。研究授業、研修会を通して授業改善を進めたい。 

６）その他、英検の受験者数と合格者数は次のとおり。 

受験者数は５４名（前年４５名） 

合格者は２級４名（同２名）、準２級９名（同９名）、３級７名（同３名） 

今後も、受験者数及び合格者を増やしていきたい。 

 

イ 生きる力を育む教育の充実 

   （ア）キャリア教育の充実（職業観、勤労観の育成） 

   （イ）特別支援教育の充実 

   （ウ）教育相談体制の充実 

１）２月のインターンシップを３年ぶりに実施。３月の１・２年生進路ガイダンスも 

４年ぶりに実施し、講義に加え体験型ガイダンスも実施した。 

２）特別支援教育、教育相談体制については徐々に校内連携を進めている。保健部を 

中心に組織的な体制を再構築することも検討したが、人事的な要素も絡み今後の

課題とした。 

 

ウ 社会に役立つ生徒づくりを実現する 

    多様化する生徒像の傾向にある中、生徒に寄り添い進路保障を実現する 

（ア） 自ら希望する進学先及び就職先への進路保障の実現 

（イ） 進学先及び就職先の新規開拓と強化 



（ウ）教育相談の強化と連携 

（エ） 転退学者の減少と対策策定 

（オ） 通信制サポート校に対する検討等の継続 

１）進学及び就職先については１００％決定。進学率７８％、就職率２２％（内、県 

内就職率４３％）であった。 

２）教育相談は、有資格者（臨床心理士）及び元教員の２名により原則週１日で生徒・ 

保護者等の相談を計画したが、コロナによる臨時休校等もあり計画より減となっ

た。特に、環境が変わる１年生の１学期が大変な時期であるが、有資格者等も他

の機関と兼務のため必要時の対応が難しい面があった。また、限られた時間のた

め、担当部職員との情報交換等の時間確保が難しい。 

３）転退学者については、前年度の約２倍の人数となった。その多くは、長期欠席者 

や配慮を要する生徒が多い。先ずは中学校からの情報提供を教職員間で共有し、

併せて入学後の学校生活の情報を共有し指導にあたる。 

 

エ 地域に根差した学校づくりを推進する 

地域と積極的に繋がり、本校への理解と地域の理解を深める中で、生きる力を育成

する 

（ア） 探究学習(総合的な探究の時間等)を通して地域振興に寄与する   

（イ） 調理科による「高校生レストラン」の開催や調理クラブによる地域イベントへ

の積極的な参加 

（ウ） インターアクトクラブを中心とした生徒主体のボランティア活動の推進 

（エ） ＨＰ、ＳＮＳを活用した効果的、効率的な情報発信 

１）探究学習を通して地域と関わることが中々進まない中ではあったが、働く目的や 

喜びを地域に出掛けてインタビューすることを行った。 

２）前年度に引き続きコロナ禍のため活動に制限がある中、次の活動を行った。 

    ・調理科及び調理クラブ…日本女性会議弁当提供（２６０食）、一般弁当販売２ 

回（２１５食）、丸由オープンイベント（パスタ・だし巻き玉子１５０食）、と

っとりグットフードマーケット（パスタ・スープ・だし巻き玉子３００食）、高

校生レストラン１回（６０名） 外 

・インターアクトクラブ…防災ゲーム研修、指導者講習会、ボランティアフェス 

ティバルバルーン研修等への参加 ウクライナ人道支援募金 外 

 

 

（３）生徒に関すること 

 学校生活はコロナ禍の中、感染対策を徹底しながら徐々にコロナ前の日常に戻り、卒業

式では３年ぶりに在校生の参加や２年生の修学旅行を３月に実施した。 

また、各種大会も感染対策を取りながらもほぼ通常どおりの大会となった。生徒はコロ

ナ禍中にあっても、進学・就職・部活動と目標に向けて日々頑張った。 

新型コロナは第５類に移行となったが、コロナ禍で学んだＩＣＴ教育を活かした家庭

学習等、今後の活動に活かしたい。なお、安心安全な学校生活が送れるよう、引き続き感

染対策を徹底したい。 



ア 進路指導                     (令和５年３月３１日現在) 

卒業 

生徒数 

左の内訳 

進   学 就   職 

国公立 

大学 

私立 

大学 
短大 

専門 

学校 
その他 計 県内 県外 公務員 その他 計 

１０３ １０ ３０ ６ ２９ ５ ８０ １０ ７ ２ ４ ２３ 

卒業生１０３名の進路状況は、進学７７.７％、就職２２.３％で前年度に対し進学率

が高く、年々この傾向が強くなっている。進学先は、国公立大学（鳥取大、鳥取環境大、

島根大等）に１０名、私立大学に３０名がそれぞれ進学した。就職は２３名で、県内４

３.５％、県外３０.４％であった。今後も、進路保障の実現に向けて生徒に寄り添った

指導を行いたい。 

 

イ 部活動 

クラブ名 成      績 

柔道（男女） 全国高校総体及び全国高校柔道選手権（団体・個人）出場 

陸上 全国高校総体（棒高跳び・円盤投げ）及び国民体育大会（棒高跳び）出場 

卓球 全国高校総体県予選学校対抗（男子３位・女子準優勝） 

バスケ女子 ウインターカップ県予選ベスト４、県高校新人大会準優勝 

バスケ男子 県高校新人大会ベスト８ 

硬式野球 夏季県大会ベスト８、秋季県大会ベスト４ 

吹奏楽 

(小編成の部) 
全日本コンクール県大会金賞、同中国大会銅賞 

調理クラブ 中国地区牛乳乳製品コンクール優良賞 

部活動においては、生徒達はコロナ禍で活動が制限されたが、感染対策を取りながら

限られた時間の中で集中力を切らさず、各種大会において好成績を収めた。主な成績は

上述のとおりであるが、他の部を含めて次年度以降の更なる活躍に期待したい。 

 

ウ 生徒異動                     (令和５年３月３１日現在) 

  

普  通  科 
調 理 科 合 計 

特進進学コース 総合コース 

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 

１年 
  1 1 1 1 2    1 2 3 

 1 1 2  2 2  2 4 1 5 

２年 
   3  3    3  3 

   3 1 4    3 1 4 

３年 
      1  1 1  1 

   1  1    1  1 

合 計 
 1 1 4 1 5 1  1 5 2 7 

 1 1 6 1 7 2  2 8 2 10 

（注）上段…退学、下段…転学 



転退学者が１７名（転学１０名・退学７名）と前年度９名(転学４名・退学５名)に対

し８名（転学６名・退学２名）増となったが、主な要因は怠学傾向及びゲーム・ＳＮＳ

による昼夜逆転等により、特に家庭支援が得られず進級できない場合である。今後は保

護者との連携を一層強化し、学校との繋がり（学習、部活動、行事等）を大切にしたい。

なお、1年総合に兵庫県から１名（男）が転入。 

 

 

（４）教職員に関すること   

ア 「教育の質」向上を目指す学校運営 

  （ア） 新学習指導要領に沿った、円滑な授業の実施 

   （イ） 研修等による教員の資質・能力の向上 

ａ 県内外の高校視察 

ｂ ＩＣＴを活用した授業の推進等 

   （ウ） 校内研究授業の拡充 

   （エ） 中高連携による接続の推進（近隣中学校との連携：教科、部活動） 

１）観点別評価が１年生より開始。評価について全教員の共通認識が必要である。 

２）高校視察は実施できなかった。ＩＣＴを活用した授業は実施されているが、タブ 

レットを利用しているものの、教員の更なる指導力向上及び生徒の利用方法の確 

認と指導の徹底が必要である。 

３）校内研究授業はコロナ禍の影響で年度末に実施した。協同学習の視点を取り入

れた授業改善を推進し、校内研究授業を実施することで教員相互の技量を高

め、生徒の主体的・対話的で深い学びに繋げる。 

４）部活動の活発な連携はできている。入学時の引き継ぎを一層積極的に進めるとと 

もに、職員間の情報共有が必要である。 

 

イ 働き方改革を推進する 

働き方改革の主要な柱である「長時間労働」の改善を図る  

（ア） 時間外勤務の適性化及び削減の推進 

（イ） タイムカードによる勤怠管理の導入 

（ウ） 勤務時間の適正管理の徹底 

（エ） ワーク・ライフバランスの実現   

１) 前年度に引き続きコロナ禍ではあったが、コロナもやや改善されたことから、部 

活動顧問等の指導時間も増えた。今後コロナ前の活動に戻ることが予想されるが、

ワーク・ライフバランスの観点も考慮しながら適正管理に努めたい。 

２) タイムカードの導入は進まなかったが、引き続き導入に向け経費を含めて整理し 

たい。 

 

ウ 人材の確保 

教育改革及び働き方改革等の影響による教職員採用の困難さ 

   （ア） 学校に魅力がないと応募無し 

    （イ） 募集方法の再検討  



   （ウ） 卒生への働きかけ 

    １）専門業者４社への登録を行い１名採用したが、登録後から採用まで時間を要する

ため早期の登録を行う。 

２）あらゆるチャンネルを通して情報収集の強化を図る。 

３）卒業生のリスト化を進め、独自の奨学制度を検討する。 

 

 

（５）創立６０周年記念事業に関すること

昨年１１月２６日に開催した創立６０周年記念式典では、多くの皆様からご支援ご協

力を賜り、お陰様で倉吉未来中心において来賓外約７５０名の参加を得て盛大に開催す

ることができた。また、記念公演では一般の方の入場も可とし、テノール歌手椿 翔太氏

（第５０回卒業生）の歌声と講話を聴き式典に花を添えていただいた。 

６０周年を機に更なる発展に向け教職員一丸となって取り組んでいく。引き続き、ご支

援ご協力を賜りますようお願いしたい。 

 

 

(６) 環境整備に関すること 

  ア 第二校舎改修(教室整備、廊下側窓整備、トイレ改修等)の整備     

  イ 松柏寮の整備（浴槽の改装外等）                       

ウ 野球グラウンド(防球ネット、ベンチ)の整備     

整備状況 

  施設関係…第二校舎改修工事９４,６２２千円 

野球防球ネット修理２０４千円、野球ベンチ撤去１０７千円 
設備関係…ミーティングテーブル（卒業記念品）６０１千円 

松柏寮ガス給湯器３７７千円 
   野球関係については、いずれも応急的な処置を講じた。 

  なお、松柏寮の整備（浴槽の改装外等）については実施できなかった｡ 

 

 

（７）規則・規程の改正等に関すること 

ア 規則・規程の改正等を徹底する 

（ア） 必要に応じて規則・規程を整備  

（イ） 法改正に伴うもの及び改正の必要が生じた場合は速やかに対応 

必要に応じて規則・規程の改正を行ったが、一部に改正が遅れたものがあった。 

遅れたことによる影響は無かったが、今後は必要に応じて整備したい。 

 

 

 

 

 

 



３ 財務の概要  

（１）決算の概要 

ア 学院会計の適正化と経費については、原則生徒数に応じて見直しに努める。 

   １) 生徒数は表のとおり。生徒数はやや増となったが、寮生は減った。一方で年度中 

途の転退学者は倍増した。年間を通して生徒数等の異動状況も見ながら適正な執 

行に努めた。 

２) 支出については必要性・緊急性等を加味して執行を行い、節減等も行っているが、 

諸物価の高騰に伴いあらゆるものが値上がりし厳しい運営を強いられた。 

   ３）創立６０周年記念事業として、９４,６２２千円（設計監理＋工事費）で第二校舎

改修工事を実施した。内訳は、補助金（国及び県）３４,０７７千円、借入金３０,

０００千円、周年事業３,８８０千円、自己資金２６,６６５千円であった。 

４）基本金組入前当年度収支差額は３６,２６９千円(前年度△１,８４８千円)で、主 

な要因は、第二校舎改修工事に伴う補助金であった。 

５）本校卒業生の山根氏から、生徒数増の一助として新入生に対する奨学金６００千 

円（２００千円×３名）を受納した。 

 

 

（２）決算関係資料（別紙のとおり） 

  ア 資金収支計算書 

  イ 事業活動収支計算書 

ウ 貸借対照表 

エ 基本金明細表 

オ 借入金明細表 

カ 固定資産明細表 

キ 財産目録 

 

 

 

 


